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＜連絡事項＞
・創立記念式典・祝賀会について～日時：11月3日(木)18：30～20:30
場所：八戸プラザホテル　２階プラザホール
私用、勤務の都合で参加できないスタッフは、不参加届を記入し、SGMへと提出して下さい。締め切りは、10月17日(月)です。

・2班職員旅行について～該当するスタッフは、wiz回覧板の詳細を各自確認して下さい。
・10/20深夜チーフ変更～小笠原Nsから高橋MNsへ変更となります。
＜患者様連絡事項＞
・安達　貴浩様～10/22(土)11:00～16:00まで外出希望あり、主治医より許可となっています。

・市川　真紀子様～風邪症状(咳嗽、痰)持続している為、PL顆粒(総合感冒薬)3P　3×1/5日分本日昼食後薬より臨時処方となっています。
・伊藤　義彦様～風邪症状(咳嗽、痰)持続している為、PL顆粒(総合感冒薬)3P　3×1/3日分本日昼食後薬より臨時処方となっています。

・蛭名　豊美様～予測指示　便秘時適宜シンラック液投与10/29(土)まで継続指示となっています。

・角谷　春美様～主治医より11/1(火)16:00、または11/2(水)16:30のいずれかで、娘様が必ず出席できる日に面談を設定するよう指示があり、10/13(木)準夜帯にて、娘様へと連絡行っています。娘様は、11/1(火)16:00に都合がつくとの返答であった為、その旨を主治医へ情報提供して下さい。

・佐々木　葉子様～生命保険の診断書が医事に保管されている為、退院時忘れずに受付へ寄って頂く様、本人様へ説明しています。

＜注目患者様ケース検討＞
・佐々木　葉子様～9/13(木)アルコールプログラムでは、退院後の決意と今後の生活について話されています。またスタッフに対しての不満の訴え聞かれていますが、傾聴する事で落ち着かれています。本日は不平不満の訴え聞かれず、落ち着いてプログラムに取り組むこと出来ています。

・石切　久様～9/13(木)｢自分の事を誰かが話している｣との幻聴に左右された訴えが聞かれ、プログラムを途中退席されています。また夕食不食され、表情にも硬さ見られます。本日は｢幻聴が聴こえるし、昼は食べたくない｣と話され、昼食不食されています。歯科受診の際もトイレ篭りみられており、スタッフの声掛け要しています。衝動的な不穏行動に注意すると共に、本人様の訴えを傾聴し、日課の取り組み状況の確認を行っていきましょう。

＜歯科受診＞

・石切　久様～本日の診察にて、歯科受診終了しています。

＜勉強会＞

・排便コントロール不良な患者様への介護についての勉強会を実施しています。資料別紙参照。

勉強会【排便コントロール不良な患者様への介護】
＜排便コントロール不良の原因＞

便秘にはさまざまな原因が考えられますが、主な原因を挙げると、以下のように大別されます。

１）食生活に問題がある

２）運動不足

３）便秘薬への依存・乱用

４）他の疾病の影響

５）精神的ストレスが多い

また精神科の治療では薬での治療が不可欠であり、抗精神病薬・抗うつ薬・抗パーキンソン病薬などの向精神薬が処方され、これらには抗コリン作用があります。抗コリン作用は腸管の拡張を起こし、さらには患者の運動不足など加わって便の腸内滞留が助長され、大腸筋の緊張が低下するためにさらに腸管の拡張が続くといった悪循環を招く過程で、便秘を発症すると考えられています。また精神科では、薬の投与は大量かつ長期的であるのが一般的であるため、精神科に通う患者のほとんどが、便秘は避けられないというのが現状です。この為、精神科では排便コントロールは重要な問題となります。

＜排便コントロール不良の患者様への関わり＞

１）食生活

　食事が不規則になると、便が長い時間、大腸内にとどまることになり、腐敗が進み、水分も吸収され続けるため、どんどん便が硬くなって排便が困難になり、その結果、便秘や痔疾などを引き起こします。その為、規則正しい食生活を維持するのは必要不可欠な事です。

朝は食欲がない、食べる時間が無いなどの理由で朝食を抜く人は少なくありませんが、朝食をきちんと食べることは、便秘を解消したり予防したりする上でたいへん重要です。

便秘とは、便が大腸内に長時間にわたって滞留し、排便が順調に行われない状態をいいます。通常、胃・結腸反射は朝食後に最も強く起こりますが、せっかく朝食をとっても、トイレに行けずに便意を我慢してしまうと、この胃・結腸反射は消えてしまい、しばらくすると便意も消失してしまいます。きちんと朝食をとって、２０分～３０分くらい後に、便意の有無にかかわらず、トイレに行って座る習慣をつけましょう。これを毎日繰り返すことにより、便意が規則的に起こるようになり、便秘を解消しやすくなります。規則正しい排便習慣をつけるためには、寝坊を避け、ゆったりとした朝食時間と十分なトイレタイムをとれるようスタッフは患者様へと声掛けを行っていきましょう。

２）水分摂取

起きがけの冷たい水は、胃・結腸反射を起こし、大腸の蠕動運動を促して、便意を催すきっかけとなります。朝、起きたらすぐにコップ１～２杯の水を飲むよう患者様へ声掛けを行いましょう。また、牛乳を飲むと、牛乳に含まれる乳糖が大腸を刺激して、蠕動運動を引き起こします。大人の場合、乳糖の分解酵素が不足しているため、完全に分解されないままの乳糖が大腸に達し、腸管を刺激することによるものです。

摂取する水分量が少ないと、便は硬くなり、便秘を引き起こす原因となります。一日に最低１.５～２リットルの水分をとるようにこころがけましょう。ただし多飲水の患者様に対しては水分摂取量に気を付けていきましょう。

３）睡眠

睡眠不足で胃腸の休息が不十分な場合、朝食を食べても、胃・結腸反射が起きにくくなり、腸の蠕動運動が弱くなるため便秘になる傾向があります。また、自律神経もうまく切り替わらず、消化機能も弱まるため、便秘になるだけでなく、食欲不振・消化不良・胃痛・膨満感といった症状があらわれてきます。規則正しい生活を維持するためには、まず十分な睡眠がとれるようスタッフは意識して患者様との関わりを行っていきましょう。

４）運動不足

運動不足は、血行を悪くし、筋力の低下を招きます。便秘を解消するには、激しい運動は必要なく、ウォーキングでも十分に効果があります。普段の生活の中で、なるべく歩く機会を増やしましょう。また、弛緩性便秘の場合は、まず腹筋を鍛えることをおすすめします。腸の蠕動運動には腹筋が大きくかかわっており、腹筋力が弱まると直腸の働きまで低下してしまい、便を押し出すことが難しくなります。毎日、軽い腹筋運動を続けるとともに、普段から意識的に、腹式呼吸やストレッチを行うようにすると良いでしょう。

★腹部のマッサージ

両手を臍の上に重ね、手のひらの付け根から指先までを動かしなから、時計周りにゆっくりと波をつくるように軽く押します。腹部に創かある場合や、下痢の症状がある場合は行わないで下さい。腹壁の力を抜きやすくするために、呼吸にあわせて20回程。合計で5～10分程度行いましょう。

